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市長と語ろう！
タウンミーティング
質疑応答を公開します

市長と語ろう！
タウンミーティング
質疑応答を公開します

　市民の皆さんとともに住みよいまちづくりを推
進するため、市民の皆さんと市長などが直接意見
交換するタウンミーティングを開催しました。
　今年度は、昨年 6 月から今年 2 月の間に 10 回
（子育て支援編含む）開催しました。９月以降に
行ったタウンミーティングの質疑応答を一部紹
介します。　

問合　秘書広報課（市役所４階）

めざす姿：すべての市民に情報が
　　　　　届けられるまち

質疑応答

今年、自治会連合会と連携して、アルザのアトリウ
ムで初めて自治会加入促進のキャンペーンを行いま

した。また最近では市内に建て売りが増えていることもあっ
て、宅建協会、自治会連合会と市で三者協定を結び、市内
の宅建協会加盟の業者さんから転入者に対して、自治会加
入の声かけをしてもらっています。
コミュニティの再構築については、行政と市民が一緒になっ
て取り組まなければならないと思っています。今は「個」
の時代になってしまっていると感じます。自分だけがよけ
ればいいということでなく人間同士が温かい心でつながっ
ていけるまちづくりをしようと踏み出しているので、今後
も市として力を入れて進めていきたいと考えています。

自 治 会 加 入 率 が 低 下 し て い る
自治会への加入率について、脱退する人が増え、
現状加入率は 60％台まで落ち込んでいる。とい

うことは、自治会で取り組んでいる各種研修や、回覧、
広報紙の配布なども町内の 60％にしか行き渡っていな
いというのが現状である。コミュニティの発展を考えた
場合、私自身もそれでいいのかと思いながら活動してい
る。コミュニティの低下について、市としてどういう考
えを持っているのか。

Q

A

養成講座を受講していただければ認知症サポーター
になることができます。養成講座を受ける方法は２

パターンあり、一つは、10 人以上受けたい人を集めていた
だければ、出前講座をさせていただきます。もう一つは、
市が受講者を募集して開催する養成講座に参加する方法で
す。
詳しくは、地域包括支援センター（☎21-0294）が窓口と
なりますので、お問い合わせください。

認知症サポーターになりたいが、方法は？
認知症サポーターになりたいと思うが、サポーター
養成講座はどのようにしたら受けられるのか。Q

A

手続きは高齢介護課に来ていただくか、地域の
CSW にお声がけください。自己負担額は、所得で

変わりますのでご相談ください。最大で1360円となります。

緊急通報装置の貸し出し料金は？
高齢者などが急に倒れたりした際にボタンを押す
とナースコールにつながる「緊急通報装置」を貸

し出してくれると聞いた。自己負担ということだが、ど
れぐらいの費用がかかるものか。また、手続きは？

Q

A

道路の路面標示については、土木課が維持管理を
行っています。市内の広い道路から生活道路まで、

定期的な点検を行っているところですが、現状、追い付い
ていないところもあるかもしれません。また、警察が引く
ラインもありますので、気になる箇所を担当課にお伝えく
ださい。現場を確認して警察と連携して進めていきます。

道 路 標 示 が 薄 く な っ て い て 危 険
市内の道路面の標示が薄くなっているところがあ
る。運転していて見づらく危険を感じる。安心安全

のまちづくりを進めるためにも定期的に点検してほしい。
Q

A

子育て支援編

平成 27 年から環境課で公園を整備する計画を立て
て、順次公園の整備に取り組んでいます。

　また、並行してセーフコミュニティ活動において、子ど
もの安全、犯罪防止の取り組みで防犯カメラの設置を穴師
公園からスタートしています。

子どもたちの遊び場が減っている
公園などの遊具の老朽化が激しく修繕もなされて
おらず、子どもたちの遊び場所が減ってきている。

これに対する早急な改善策はあるか？
Q

A

これまで水曜日の保育時間は午前 11 時まででした
が、午後 2時までに延びることとなりました。現在、

幼稚園で実施している給食は委託の弁当であり、月曜はパ
ンとシチューなど、火曜は米飯の給食。水曜について弁当
とするか給食とするかは園長会で審議中です。給食にする
と 1 回あたり 258 円の負担が発生することとなり負担がさ
らに増えるのであれば、給食にせず弁当にして欲しいといっ
た声は出ています。しかし、一方では給食を希望するといっ
た声もあがっています。保護者の方々の声に耳を傾けつつ
様子を見ながら、負担が少なくて栄養価のあるものを提供
できればと園長会で話し合っているところです。

公立幼稚園の昼食を給食にしてほしい
4 月から公立幼稚園の保育時間が午後までの保育
に延びるが、昼食については弁当でなく、給食に

して欲しい。月曜はパン、火曜は米飯、水曜日は麺類の
給食にしてみてはどうか？

Q

A

セーフコミュニティ活動において、子どもの安全、
交通安全の二本の柱を立てて取り組んでおり、泉大

津市内にある個々の交差点の危険度について検証を行って
まいります。ガードレールの設置については道幅、交通量、
道路の構造、抜け道になっているなど色々な問題によって
設置の可否が分かれるため、詳細は土木課に相談していた
だければと思います。担当課が交通量などの調査に取りか
かることになります。道路については警察が管轄する分野
もあります（信号機など）。登下校の時間帯には通学路にボ
ランティアの人々が立ち、見守りを行っています。

通学路の安全を確保してほしい
通学途中の子どもが事故で死亡する事例が多発し
ている。戎校区はガードレールを設置している箇

所が少ないが、旧 26 号線から臨海線へ抜ける道は交通量
が多く、トラックなども走っている。子どもに対する安
全についてどのような考えをもたれているか聞かせてほ
しい。

Q

A

小中学校の学級定員は市が独自に設定するもので
はなく、国が基準を示しています。国基準と府の

施策により小学校 1年生と 2年生は 1クラス 35 人、3年
生以降は 1 クラス 40 人となっています。しかし、本市
としては可能な限り 3 年生以上にもきめ細かい教育を実
施したいと考えているため、市独自に教員を全小学校へ
1 人ずつ配置しています。授業内容によって 2 人の先生
による授業、またはクラスを分割してグループに分けて
授業ができるようにするなどの対応をとっています。

小学校１クラスの人数が多いのでは

少子化が進み、人数が少なくなっていく中で、小
学校4年生について、1クラス39人の児童がいる。

これだけの人数を 1 クラスで抱え込まないといけないの
かが疑問である。

Q

A

たくさんのご意見
ありがとうございました。
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セーフコミュニティいずみおおつ

対策委員会の様子

セーフコミュニティいずみおおつ
本市は国際認証制度であるセーフコミュニティ認証の取得を目指しています。連 載

第

回
20
本市が抱える課題が見えました
いよいよ具体的取組の検討段階

セーフ
コミュニティの

仕組み

重点課題の決定 検 証具体的な取組みの決定・実践

この流れで、安全・安心な泉大津を作っていきます。

泉 大津市が抱える課題

次は、課題解決のための方法を考える段階です！

交通安全対策委員会 自殺予防対策委員会

犯罪防止対策委員会

災害安全対策委員会

子どもの安全対策委員会

高齢者の安全対策委員会

６つの対策委員会が議論を経てたどり着いた

● 交通事故が多い
● 一般事故（けが）が多い
● スマホによるトラブルが多い

● 自転車事故が多い
● 交通ルール・マナーが守られていない
● 特定の環境での事故が多い

● 防犯活動に取り組んでいる人が少ない
● 夜道が危険
● 自転車盗などの街頭犯罪が多い

● 40 ～ 60 代の男性の自殺が多い
● 自殺に関する情報が少ない
● 自殺に至る実情がわからない

● 地域連携が弱い
● 災害への備えが少ない
● 防災意識が低い

● 転倒が多い
● 交通事故が多い
● 認知症

セーフコミュニティとは、主観的な意見とデータを組み合わせることで重点
課題を導き出し、取組対象・方法を決定し、実践することによってどう変化
したかを検証する仕組みができているコミュニティのことを言います。

対策委員会の様子
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し強勉なんど）で家（は日今「を」？たっわ終題宿「①

間時3
ビレテ

※上以間時3間時
どなムーゲビレテ

※上以間時3間時るすを
ッネータンイ・ルーメ
話通でどな話電帯携

いなべ食りまあ
食朝毎を食朝

　

　

　
　

　

　

　

 

 
　
　　　 　

　

　

　

　

。

す示をりたあ日1は※）値対相たしと001
況状答回るす関に慣習活生・慣習習

】

うょしませわ合を力、

の

※
いな少りよ間時1
が間時強勉、日休

いなし強勉く全、日休

※いなしく全・いな少
りよ分01が間時書読※上以

が間時聴視のビ

※
のど

※
ト
・

い
・いなべ食

※いな少りよ分03が
間時強勉の外以間時業授

いなし強勉く全、段普

2.031

7.642

2.121

6.0222.521
2.511

2.831

9.751

1.091

）立公（国全津大泉
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めざす姿：市民が主体に活躍できるまち

　
市
で
は
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
民
の
自
発
的
な
特
定
非
営
利

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補

助
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付

と
市
の
積
み
立
て
に
よ
る
「
泉
大
津

市
が
ん
ば
ろ
う
基
金
」
を
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

審
査
方
法　
６
月
実
施
予
定
の
応
募

団
体
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
市
民
活
動
に
関
す
る
有

識
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会

が
総
合
的
に
評
価
し
、
交
付
決
定
を

し
ま
す
。

申
込
・
問
合　
申
請
書
（
市
役
所
１

階
人
権
市
民
協
働
課
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）
を
３
月
22
日
㈫
〜
４
月
28
日

㈭
ま
で
に
、
人
権
市
民
協
働
課
に
直

接
提
出

事
業
説
明
会
（
予
約
制
）

日
時　
３
月
29
日
㈫　
午
後
７
時
〜

場
所　
お
づ
ぷ
ら
ざ
（
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
）

　
な
お
、
こ
の
補
助
金
は
平
成
28
年

度
に
行
う
「
事
業
」
が
対
象
で
あ
り
、

団
体
の
運
営
や
活
動
全
般
に
つ
い
て

補
助
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合　
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

市内の「がんばる」団体の事業に
補助金を交付します！

「泉大津市がんばろう基金」
の寄付にご協力をお願いします。

立ち上げ期における市民活動
の自立を図る目的で実施

自立促進事業補助金
（はじめの一歩）

活性化事業補助金
（ステップアップ）

新規事業補助金
（チャレンジ）

①市民活動団体の設立または
活動準備に要する事業
②市民活動団体の運営に要す
る事業
③具体的な市民活動に要する
事業

▷１年目…30万円以内（補
助率：10分の10）
▷２年目…20万円以内（補
助率：10分の10）
▷３年目…15万円以内（補
助率：10分の10）

▷１年目…40万円以内（補
助率：4分の3）
▷２年目…20万円以内（補
助率：3分の2）
▷３年目…15万円以内（補
助率：2分の1）

３コース　合計150万円

60万円以内
（補助率 : ４分の３）

３か年以内

①市民活動団体の運営または
自立の強化に要する事業
②継続的な市民活動の推進に
要する事業
③市民活動団体が取り組む活
動に対する市民理解の推進
に要する事業

多様化する課題に取り組む新
たな事業

３年未満 ３年以上

次のすべてに該当する市民活動団体（法人格の有無は問いません）
①主として泉大津市内において、特定非営利活動を行っている、または始めようとしていること
②３人以上で構成される団体で、構成員の 1/2 以上が市民（在勤、在学含む）であること　 　
③市から直接他の補助金を受けていないこと　 ④政治活動、宗教活動を目的としていないこと

特定非営利活動促進法（NPO法）に定める20分野に該当する事業
保健、医療または福祉の増進を図る活動、社会教育の推進を図る活動、まちづくりの推進を
図る活動など

市民活動の継続と活性化、団
体の自立強化、市民理解の増
進を図る目的で実施

新しい課題に対する取り組み
を支援する目的で実施

■ 助成制度の概要

種類

目的

予算

設立
年数

対象
事業

対象
団体

事業
内容

補助
期間

限度額
など

　円滑な制度の運用については、皆さん
の応援が何よりも大切です。
　ぜひ、寄付のご協力をお願いします。

※「泉大津市がんばろう基金」が活用さ
れている事業にはこのロゴが入ります。

「泉大津市がんばろう基金」を活用し、特定非営利活動を応援します

　　事業採択

6月　審査会（公開プレゼンテーション）

書面審査

申請受付　3月22日㈫～4月28日㈭

事業説明会　3月29日㈫

申請～採択までのながれ

5月8日㈰
H27年度 事業報告会

（がんばろう基金の概要や申請書の記入方法などの説明）

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

 　 　
　　

　
　 　

　
　 　

　

狂
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

 　 　
　　

　
　 　

　
　 　

　

犬愛な切大

予の病犬狂
㈪日4㈮日1月4

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

 　 　
　　

　
　 　

　
　 　

　

ませさけ受にめたの犬

実を射注防予
日4の㈬日6㈫日5

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

 　 　
　　

　
　 　

　
　 　

　

！うょしま

すまし施実
す

に来未り守を境環な近身：姿すざめ

まい行で所各内市間日

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

 　 　
　　

　
　 　

　
　 　

　

す
ちまるがなつに
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）円055代票
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」証済射注病
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日
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分03時2～分03時1後午

青
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中津小
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。
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ータンセ祉福合総所場
～分03時1後午㈮日81月3時日

。すでりおとの次は月今
、おな。すまいてっ行を会明説会入、回１月毎

7001・32☎ータンセ材人ーバルシ
合問

！かんせまし事仕おに緒一てっなに員会ひぜ。すまい

　（公社）泉大津市シルバー人材センター
［シルバー派遣事業」はじめました！

あなたの豊かな知識と経験を活かしてみませんか？

会 員

会員登録
仕事の紹介、
配分金の支払い

仕事をする

仕事の依頼、
料金の支払い

泉大津市シルバー人材センター

仕事の発注者

■ 「請負・委任による就業」と「シルバー派遣による就業」の関係図

　泉大津市シルバー人材センターは、大阪府知事の認定を受けた「公益社団法人」で、国・地方自治体
から助成を受けて運営している公益団体です。60 歳以上で働く意欲のある皆さんに対し、知識・技能・
経験を生かした、短期的な「就業の場」を提供し、地域と連携して生活の充実や福祉の増進を目指して
います。あなたもシルバー人材センターに登録し、就業してみませんか？　ただいま会員大募集中です！

　泉大津市シルバー人材センターでは、これまで請負や委任による働き方だけでは対応できなかった「発
注者の従業員との混在作業」や「指揮・命令を受ける作業」など、多様な働き方が可能となるシルバー
派遣事業を平成 26年 12月から実施しています。

×

■ 「請負・委任による就業」と「シルバー派遣による就業」の比較

仕事の受注、
契約の履行

指揮命令なし
会 員

会員登録
賃金の
支払い

仕事をする

仕事の依頼、
料金の支払い

泉大津市シルバー人材センター

仕事の発注者

仕事の受注、
契約の履行

指揮命令あり

（請負・委任） （派遣）

大阪府シルバー人材センター協議会

雇用契約

労働
者派
遣契
約

派 遣 元

派遣事業所

臨時的・短期的な就業（おおむね月 10 日
程度）またはその他軽易な業務（おおむね
週20時間以内）

臨時的・短期的な就業（おおむね月 10 日
程度）またはその他軽易な業務（おおむね
週20時間以内）

仕事の期間・内容

請負・委任による就業 シルバー派遣による就業項目

雇用関係の有無

発注者の指揮・命令

発注者との契約当事者

発注者従業員との混在事業

なし

受けない 受ける

できるできない

あり

（公社）泉大津市シルバ－人材センター （公社）大阪府シルバ－人材センター協議会

社会保険・雇用保険の適用

会員に対する報酬

事故の際に適用される保険

なし なし

労災保険シルバー傷害保険

配分金（雑所得） 賃金（給与所得）
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世界に一つだけのマフラー暖かいよ♪
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保育所じまん !
宇 多 保 育 所第9回

連 載

ぼくの！ わたしの！

本市で初めてできた公立保育所
一人ひとりの成長を喜び合える場所に

白熱するかるた大会！

▷園児数 69 人（平成 28 年 2月現在）
▷河原町１－32（☎32・2612）

♪友だちや地域の皆さんに見守られ　個々を大切にした保育
宇多保育所は、本市で初めて開設された歴史ある保育所で
す。地域のつながりも濃く、たくさんの関わり合いの中で成
長していくことは子どもたちにとってとても大切です。あい
さつ運動も地域活動で取り組んでいます。
　小規模の保育所のため、どの先生も子どもたちの顔を覚え
ています。一人ひとりの成長発達に合わせ、個々を大切にし
た保育を行い、子どもの成長を育んでいます。
♪伝承遊びを生かした保育
伝承遊びは、遊びの中から「生きる力」を育みます。わら
べ歌、こま回し、たこ揚げ、けん玉、かるたとり、和太鼓な
どを保育の中に取り入れ、毎年恒例の０～５歳のかるた大会
では大盛り上がりです。
♪すべて手作りの給食で「五感」「感じる心」を育てます！
０歳児から５歳児までできたての温かい給食を食べていま
す。離乳食からすべて手作りで薄味の年齢に合わせた調理を
しています。5 歳児は園で栽培した野菜を調理したり、うど
ん作りをしたり、クッキングも楽しんでいます。優しい心遣
いから作られる食べものは、優しい子どもの心を育みます。
　このように、宇多保育所では、保育士・看護師・調理師、
そして地域の人々みんなで子どもの育ちを見守っています。

宇多保育所データ

日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

3
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だより

● 日本へのラブレター（NHKワールド・ラジオ日本）
世界中にニュースなどを発信している「NHK

ワールド・ラジオ日本」に、東日本大震災が起き
た時から “ ラブレター ” が届くようになった。世
界中のリスナーから届いた、日本、そして日本人
へのメッセージを紹介する。
● マナーの正体（逢坂　剛）

味噌汁のマナー、おごられるマナー、ロック歌
手のマナー…。意外と知らない「たしなみ」を 13
人の作家、歌手らとともに考える新たなマナー考。
● めいちゃんの 500 円玉（低・中学年）（なかが
わ　ちひろ）
　めいちゃんが道でひろった 500 円玉が「オレさ
まで、すきなものを買いなよ」と、しゃべりだし
ました。スーパー、ペット屋さん、お花屋さん、
どこにいっても、つかいみちがみつかりません。

そのとき、フェンスのむこうで…。
●うんちの正体　（高学年）　（坂元　志歩）

うんちの正体は、ただの食べ物のカスではない。
うんちの中には菌がたくさんいて、ヒトにいろい
ろな影響を与えている。へそのゴマとうんちの関
係、NASA が研究するうんちとおならなど、うん
ちと菌の驚きのドラマを紹介する。
●もう、ねるんだってば !（ジョリ・ジョン）

クマは眠くて眠くてしかたがないのに、いっ
しょに遊びたくてたまらないアヒルがやってき
た!クマは無事にぐっすり眠ることができるかな?
▷古い雑誌のリサイクル
保存期間の過ぎた古い雑誌を差し上げます
〔日時〕3 月 27 日㈰　午後 1 時 30 分～2 時 30 分
〔場所〕図書館　〔対象〕市内在住・在勤の人（図
書館カードまたは　確認できるもの持参）　〔冊
数〕同じ雑誌は 1 人 2 冊まで上限 10 冊

● 映画会
〔日時〕4 月 2 日㈯　午後 2 時
～（35 分）「うっかりペネロペ
うたおう、あそぼう編」
● おはなし会
〔日時〕3 月 19 日㈯　午後３
時～（約 30 分）　※毎月第３土
曜日の午後３時から
● 赤ちゃんのためのおはなし
会
〔日時〕４月７日㈭　午前 11
時～( 約 30 分 )　毎月第 1 木
曜日の午前 11 時から

新しく入った本New Books イベント情報Events

We       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

世界にひとつだけのマフラー
作り（5歳児）

戎小学校の広い運動場でたこ揚げ
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